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これまでマグネターは非常に強力な磁場を持つ特殊な中性子星と考えられてきたが、その発見数は既に、候補
天体を含め、30天体近くにも達し [1]、現在も年に 1, 2個程度のペースで増え続けている。こうした背景から、マ
グネターは中性子星の中で重要なポピュレーションを占めると考えられるようになり [2]、それらがどのような親
星や超新星に由来するか、が次の大きな課題となりつつある。若い巨星集団との関連から SGR 1806-20やCXOU
J164710.2-455216の親星は質量 30M⊙以上の大質量星 [2][3] という報告がある、一方で SGR 1900+14の親星質
量は 17M⊙[3]という推定もある。また、いずれも間接的な推定に留まっている。
我々は、親星の質量をはじめとした、その生成条件を探るため、「すざく」を用いてマグネター 1E 2259+586

と付随する超新星残骸 (SNR) CTB 109の広範囲観測を行った。CTB 109のX線スペクトルは広範囲で、これま
での報告 [5]と同じく、温度∼ 0.25 keVと∼ 0.6 keVの 2温度のプラズマモデルで表される事が確認され、それ
らは低温成分がシェルを形成し、高温成分がその内側に閉じ込められた、典型的な SNR構造を成すことが分かっ
た。スペクトル強度から高温成分の密度は ∼ 0.3 cm−3 と推定され、その全プラズマ質量は ∼ (32 − 46) M⊙と
見積もられる。空間構造から高温成分は 1E 2259+586の親星に由来すると考えられ、大質量星がマグネターの親
星と成り得る直接的な結果を得た。
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